
雑がみ分別作戦！！
～家庭で出来る～

小さな紙も同じ資源です

雑がみとして出せないもの

雑がみとは、普段ごみ箱に入っていた
リサイクルできる紙のことなんだナ。

お店で貰った紙袋なんかに入れて資源回
収に出してほしいんだナ！

紙袋の持ち手が紙じゃないときは取って
出して欲しいんだナ！

メモ用紙

ティッシュの箱

（ビニールをとって）
トイレットペーパー・ラップの芯 お菓子の箱

カレンダー
（金具を除く）

封筒・ハガキ・名刺など
（圧着ハガキは×）

雑がみ入れ

感熱紙
カーボン紙

防水加工紙
アルミ複合紙

汚れた紙 匂いの付いた紙 写真

お問合せ先 恵那市役所 環境課 ℡0573-26-1111（内線208）



恵那市のごみ事情

資源回収事業奨励金について
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44%
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恵那市の家庭ごみは年間約７，０００㌧。
内、紙・布類が４４％。この中にリサイク
ル可能な「雑がみ」が混じっています。推
計ではなんと約１，５００㌧が可燃ごみと
して捨てられているのです。

雑がみを集めよう！

雑がみ入れ

可燃ごみ 資 源

ごみ箱の横に紙袋を置いて「雑がみ」
を集めましょう。

紙袋が雑がみで一杯になったら紙紐でし
ばって中身がこぼれない様にしましょう。

❶

❷

雑がみをだそう！

PTAや子供会、地域で行う資源回収

以下のいずれかの方法で雑がみを出してください。

ふれあいエコプラザ（消防署となり）

山岡・上矢作地域で開設している資源回収場
（今後各地域に展開予定です。）

❶

❷

❸

資源回収事業奨励金って？

ごみ減量のため、市に登録を行ったPTA、子ども会や地域、
NPOでの資源回収活動に、回収量に応じた奨励金を交付して
います。
対象品目は新聞・雑誌・ダンボール・雑がみ・飲料用紙容
器・布類・アルミ缶で、㎏あたり４円の補助を行っていますが、
令和２年度より「雑がみ」は㎏あたり１０円の奨励金として、
ごみ減量化、地域の振興を後押しします。

回収団体に交付された奨励金は、地域や
子どもたちのために使われています。

交付された奨励金はPTA事業や地域のイ
ベントなどに活用されています。雑がみや
ダンボールなどを資源として出せば皆さん
のもとに還ってくることになります。


